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1. 論文等を作成する目的

論文等は聴講者に内容を徹底させ、あわせて講演時間を短くし、来聴できない会員にもその講演内容を速報するために印刷します。

2. オフセット印刷の実施

　作業の合理化、ミスプリント防止のため、オフセット印刷にします。応募者が書いた原稿（A4判・縦長つかいの白い紙）をそのまま印刷しますので、校正等の手間は一切ありません。なお、原稿は1題4頁または2頁とします。原稿は必ず黒インキで手書きまたは印字してください。プリンターを使用の場合も黒字でないと印刷できません。なお、ページ番号は裏面右下に記入してください。

3. 原稿の体裁
(1) 段組および余白

　本文は2段組を原則とします。本文のフォントの大きさは10ポイントを基本とし、1行当たり26文字で、1頁は47行2段組とします。余白は上下ともに18ミリ、左右13ミリとします。

(2) 原稿用紙1頁目の特に記載すべき項目

　原稿用紙1頁目には、発表部門、表題、発表者名、抄録、キーワード、本文、所属・肩書を記入してください。発表部門の番号については学会共通の別紙を参照し記入してください。表題は和文、英文ともに用紙中央に記入してください（フォントの大きさは和文14pt、英文12pt）。発表者名も和文、英文ともに10.5ptのフォントを用いて用紙中央に記入してください。抄録は和文、英文のどちらかで5行程度を中央150mmの幅内に記入してください（フォントの大きさは10pt）。和文200字程度、英文100～150語が目安と考えられます。キーワードは和文、英文ともに最高5つまで記入してください（フォントの大きさは10.5pt）。所属・肩書は、紙面下部に和文・英文ともに10ptの大きさのフォントで記入してください。

(3) 図表について

　図および表は適当と思われる場所に書き込むか、またはトレーシングペーパー等に書いて貼り込んでください。そのまま原稿用紙と同時に印刷しますので、本文原稿と同程度の濃さで仕上げてください。なお、ゼロックス等により複写されたものを使う場合、鮮明なものをお使いください。トレーシングペーパー等別の紙に書かれたものを貼り込む場合は、全面にのり付けしないで、上部のみ貼ってください。図番と説明は図の下側に、表番と説明は上側に記入してください。例として図1、表1を示しますので参考にしてください。
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図1　図のサンプル（建築学会ロゴ）
表1　表のサンプル
	○○
	×××
	△△△

	1
	□□□
	■■■

	2
	☆☆☆
	★★★


(4) 写真について
写真を掲載される場合、必ず印画紙に焼き付けたものを直接貼り込んでください。貼り込みは、スプレーのり、デザインボンド等を用いて、剥がし易いようにしてください。ミス防止のため、論文タイトル、発表者氏名を裏書きしてください。なお、写真番号と説明は下側に記入してください。

(5) 参考文献の引用方法
　例えば，この文1)～2)ように引用し、末尾にまとめてください。

(6) 論文フォーマットファイルの公開
　本稿は、前述の体裁に基づいて作成されています。これをWord2003対応版、Word97-2003対応版の2種類のファイル形式を公開しますので、論文作成の際に利用いただけると幸いです。利用を希望される方は、本支部ホームページ（http://new-sv.aij.or.jp/hokuriku/）よりダウンロードしてください。
4. その他
・
原稿の汚れ、シワができない様に注意してください。汚れ、シワはそのまま印刷されてしまいます。

· 「技術発表」を希望する方は、研究発表申込書の（１．発表分野および発表部門番号）の（２．技術発表）に○印をつけ、発表内容に該当する部門・細分類を記入してくだい。
参考文献

(1) 北陸太郎, 論文の書き方について, 日本建築学会北陸支部, 1 (2004), pp. 1-2.
(2) Hokuriku, T., How to prepare the paper, Architectural Institute of Japan, Hokuriku Branch., 1 (2004), pp. 1-2.











































日本建築学会北陸支部研究報告集


第54号　2011年　7月








